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＜＜ 「豆」がメロディーを奏でると「豊」という字ができます ＞＞

《 北米産大豆 》

１２／１３年世界大豆生産予測・需給予測

アメリカ農務省がまとめた、１２／１３年度の世界大豆生産高予測は、前回比１．４％減

の２億６，７１６万ｔに下方修正されました。米国の生産高が８，７２０万ｔから、８，３

００万ｔ（４．８％減）に下方修正されたためです。

生産量は世界全体で増加するものの、主産国である米国の減産予測と、中国の輸入需要の

増加等により、米国の期末在庫率は4.2％と、前年度（5.4％）を下回り歴史的低水準となり

ました。

１２年産カナダ大豆作付け１２．７％増

カナダ統計局がこのほどまとめた、６月７日現在の１２年産主要作物の作付面積予想によ

ると、オンタリオ州とマニトバ州での大豆の作付は過去最高を更新するとしています。

作付面積は前年比１２．７％増の４３１万エーカーを予想しており、マニトバ州での作付

面積は８７万エーカーと、前年に比べて５０％以上の増加が見込まれてます。オンタリオ州

では前年比８．６％増の２７０万エーカーと、２つの州の作付は史上最高に達する見込みで

す。

《 中国産大豆 》

１２年産中国大豆生育状況

黒龍江省より、６月２８日時点の１２年産大豆の生育状況レポートが届きました。レポート

によれば天候は良好で、気温は３０度程度まで上昇している模様です。株丈は２０ｃｍに達

し、順調に生育しているようです。
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《 国産大豆 》

２３年産６月の落札状況

平成２３年産国産大豆の６月の入札結果が、日本特産農産物協会から発表されました。そ

れによると、上場数８，３３６．２トンで、落札が４６１９．０トン、落札率が５５．４％

という結果となりました。また、５月と比較すると、平均落札価格は、６０ｋｇ／１２６円

上昇しました。上場数量は北海道・東日本の銘柄が多く上場された関係で、前月を上回る

８，３３６トンとなりましたが、落札率は５５％に低下しました。

落札価格については、北海道の銘柄で先月より６０㎏／１７１１円と大きく値を上げまし

た。北陸・東海地区より西の銘柄は、高値を保ったままで推移しており、北海道を除いた東

北・関東では比較的安値で推移する、「西高東低」の状態を維持したまま、２３年産大豆の入

札は７月１８日を最後に終了することになるそうです。

入札月 上場数量 落札数量 落札率

１１月 ７１０．４ｔ ３１４．４ｔ ４４．３％

１２月 １，８７５．８ｔ １，１３６．９ｔ ６０．６％

１月 ４，２５２．２ｔ ２，０６３．２ｔ ４８．５％

２月 １０，７８７．９ｔ ６，１１４．２ｔ ５６．７％

３月 １１，８５６．７ｔ ６，２１２．６ｔ ５２．４％

４月 １１，４５０．６ｔ ８，３９４．１ｔ ７３．３％

５月 ７，７４６．２ｔ ５，１９１．９ｔ ６７．０％

６月 ８，３３６．２ｔ ４，６１９．０ｔ ５５．４％

合 計 ５７，０１６．０ｔ ３４，０４６．３ｔ ５７．３％

《 トピックス 》

シカゴ大豆史上最高値更新

７月９日のシカゴ大豆相場は、米国中西部の一部を除き、全般的に高温乾燥の天候が続い

ていることから、大幅に続伸し、期近の７月限で１６．６５ドルを付け、０８年７月に記録

した１６．６３ドルの史上最高値を更新しました。同様にシカゴのトウモロコシ相場も７月

限で７．７５ドルを付け、昨年６月の史上最高値、７．９９ドルに迫っています。

米農務省が発表した７月８日現在の週間作柄報告によれば、米国大豆の作柄は良・優合わ

せて４０％と先週から５ポイント悪化しました。改めて作柄悪化に伴う需給逼迫が確認され

れば、更なる続伸の可能性もあると思われます。

また、今回の大幅続伸の影に、ファンドによる大規模な投機マネーの流入もあり、今年１

月時点で３万枚規模だったものが、現在２６万枚の規模に大幅に増加している状況です。


